
　
誰
も
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
田
畑
毅
県
議
（
茂
原

市
・
1
期
）
は
、
2
月
定
例
県
議
会
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、
防
災

対
策
や
医
師
確
保
に
つ
い
て
、
長
生
の
森
公
園
整
備
事
業
や
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
な
ど
、
多
項
目
に
わ
た
っ
て
県
民
・
市
民
の
立
場
か
ら
県
執

行
部
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

防
災
に
強
い
街
づ
く
り
を

廃
棄
物
対
策
で

浸
水・災
害

2月県議会予算委員会

予算委員会で質問する田畑議員

毅毅た ば たた ば た

田畑たけし田畑たけし
〈1〉 令和8年春号

件
に
お
い
て
は
、
医
師
少
数
区
域

で
の
一
定
期
間
の
勤
務
を
義
務

付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
医
師
が
専
門
医
を
取

得
す
る
た
め
に
は
、
専
門
研
修
を

実
施
し
て
い
る
病
院
で
勤
務
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

県
と
し
て
は
、
修
学
資
金
を

貸
し
付
け
た
医
師
に
対
し
、
こ

う
し
た
病
院
で
の
勤
務
を
含
む

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
2
0
0
以
上
用

意
し
た
り
、
医
師
に
よ
る
個
別
相

談
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
で
、
制
度
利
用
者
が
安

心
し
て
、
条
件
に
沿
っ
た
就
業
を

継
続
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
小
児
診
療
対
応

医
師
確
保
総
合
対
策
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。
本
県
に
お
け
る
小
児

医
療
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

　

医
療
整
備
課
長
　
本
県
の
小

児
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

様
々
な
取
組
を
講
じ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
医
師
修
学
資
金

貸
付
を
受
け
た
医
師
に
対
し
、

返
還
免
除
要
件
に
沿
っ
た
勤
務

と
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
両
立
を
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
県
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

医
療
整
備
課
長
　
医
師
修
学

資
金
貸
付
制
度
の
返
還
免
除
要

で
の
累
計
で
、7
5
6
人
に
貸
し

付
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
師
少
数
区
域
等
へ
の

医
師
派
遣
を
促
進
す
る
財
政
支

援
を
行
う
ほ
か
、
県
内
外
か
ら

研
修
医
等
を
確
保
す
る
た
め
に
、

若
手
医
師
や
医
学
部
生
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
魅

力
的
な
研
修
環
境
を
整
え
て
い

る
病
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
わ
か
り

や
す
く
周
知
す
る
こ
と
な
ど
、

す
が
、
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、地
域
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
小
児
医

療
提
供
体
制
の
確
保
が
必
要
で

す
。
　

県
と
し
て
は
、
体
制
の
構
築
の

た
め
に
は
、
特
に
、
小
児
科
医
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
2
年
末
時

点
の
15
歳
未
満
人
口
当
た
り
の

医
師
数
を
ベ
ー
ス
に
国
が
算
定

し
た
小
児
科
医
の
偏
在
指
標
で

　

田
畑
議
員
　
医
師
確
保
に
つ

い
て
伺
う
。医
師
少
数
県
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
、ど
の
よ
う
に
医
師
確

保
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

　

医
療
整
備
課
長
　
県
で
は
、

県
内
外
の
大
学
医
学
部
と
連
携

し
て
、
医
学
部
生
に
対
し
、
卒
業

後
に
千
葉
県
で
医
師
と
し
て
就

業
す
る
こ
と
を
返
還
免
除
の
条

件
と
し
た
修
学
資
金
を
、
平
成

21
年
度
か
ら
令
和
8
年
2
月
ま

池
の
遮
水
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
8
年
度
は
、

遮
水
工
事
に
続
い
て
、
調
節
池
の

掘
削
工
事
や
、
本
川
上
流
区
間

及
び
三
途
川
に
お
い
て
、
河
川
改

修
に
必
要
な
用
地
を
取
得
す
る

予
定
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
豊
田
川
の
下
流

区
間
の
令
和
8
年
度
の
整
備
予

定
は
ど
う
か
。

　

河
川
整
備
課
長
　
豊
田
川
の

下
流
で
は
、
約
0
．
5
キ
ロメ
ー
ト

ル
の
堤
防
嵩
上
げ
の
う
ち
、
約

0
．
4
キ
ロメ
ー
ト
ル
が
完
了
し
て

お
り
、
令
和
8
年
度
は
、
亀
齢

橋
に
お
い
て
堤
防
機
能
を
有
す

る
陸
閘
の
整
備
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

田
畑
議
員
　
豊
田
川
の
上
流

区
間
の
令
和
8
年
度
の
整
備
予

定
は
ど
う
か
。

　

河
川
整
備
課
長
　
豊
田
川
の

上
流
で
は
、
河
川
の
拡
幅
に
必
要

な
用
地
測
量
等
が
完
了
し
て
お

り
、
令
和
8
年
度
は
、
用
地
取

得
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
鶴
枝
川
の
令
和

８
年
度
の
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

　

河
川
整
備
課
長
　
鶴
枝
川
で

は
、
事
業
区
間
に
お
け
る
堤
防

嵩
上
げ
の
設
計
が
今
年
度
中
に
、

完
了
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
令

和
8
年
度
は
、
堤
防
嵩
上
げ
工

事
の
実
施
を
予
定
し
てい
ま
す
。

　
浸
水
対
策
の
た
め
の

河
川
整
備
の
一
刻
も
早

い
完
成
に
向
け
て
、
尽
力
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

　

田
畑
議
員
　
災
害
廃
棄
物
を

迅
速
に
処
理
す
る
た
め
に
は
市
町

村
の
対
応
力
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
県
は
ど
の
よ
う
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

循
環
型
社
会
推
進
課
長
　
県

で
は
、
市
町
村
等
に
対
し
、
災
害

初
動
時
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿った

具
体
的
な
対
応
事
項
や
災
害
廃

棄
物
仮
置
場
の
管
理
運
営
、
住
民

向
け
広
報
に
係
る
座
学
研
修
に
加

え
、
仮
置
場
候
補
地
で
設
置
・
搬

入
・
撤
去
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
実
地
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
仮
置
場
候

補
地
につい
て
、
土
地
の
形
状
や
搬

入
搬
出
道
路
の
整
備
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
仮
置
場
と
し
て
の
実

効
性
を
点
検
す
る
な
ど
、
災
害

廃
棄
物
が
迅
速
かつ
適
正
に
処
理

さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
の
対
応
力

強
化
に
取
り
組
ん
でい
ま
す
。

　

田
畑
議
員
　
災
害
廃
棄
物
処

理
対
応
力
強
化
事
業
で
は
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
の
改
定
も
行

う
と
の
こ
と
だ
が
、
改
定
状
況
は

ど
う
か
。

　

循
環
型
社
会
推
進
課
長
　
県

で
は
、
国
の
点
検
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
県
内
外
の
災
害
廃
棄
物
対
応
を

踏
ま
え
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

を
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
水
害
に
伴
い
発
生
す

る
廃
棄
物
量
の
推
計
方
法
等
の
検

討
や
、
近
年
の
災
害
対
応
に
お
け

る
課
題
の
調
査
・
分
析
な
ど
を
実

施
し
、
計
画
骨
子
案
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。

　

今
後
、
計
画
の
具
体
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
を
改
定
す
る

際
の
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
計
画
の
ひ

な
型
の
検
討
を
行
う
な
ど
、
令

和
8
年
度
中
の
計
画
改
定
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

田
畑
議
員
　
実
際
に
災
害
が

起
き
た
際
に
、
災
害
廃
棄
物
を

迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
県
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
。

　

環
境
生
活
部
長
　
県
で
は
、

災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
が
適
正

か
つ
円
滑
・
迅
速
に
進
む
よ
う
、

発
災
直
後
か
ら
市
町
村
と
連
携

を
密
に
し
、
災
害
廃
棄
物
の
発
生

状
況
等
に
係
る
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
職

員
を
派
遣
し
情
報
提
供
や
仮
置

場
の
設
置
運
営
に
関
す
る
助
言

な
ど
の
技
術
的
な
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
時
か
ら
市
町
村
間
の

協
定
や
民
間
団
体
と
の
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
発
災
後
は
こ
れ

要望

　

田
畑
議
員
　
防
災
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。
一
宮
川
流
域
の
河

川
整
備
に
つ
い
て
、
一
宮
川
上

流
域
の
令
和
8
年
度
の
整
備
予

定
は
ど
う
か
。

　

河
川
整
備
課
長
　
一
宮
川
の

上
流
域
で
は
、
現
在
、
第
三
調
節

医
師
確
保
で
医
療
の
充
実
を
図
れ

は
本
県
は
全
国
最
下
位
で
あ
り
、

引
き
続
き
小
児
科
医
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

   

安
全
、安
心
に
暮
ら
す

た
め
に
は
、医
療
の
充
実

を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。そ

し
て
医
療
の
充
実
を
、居
住
地
域

を
決
め
る
と
き
の
重
要
事
項
に

す
る
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

引
き
続
き
医
師
、
医
療
施
設
の

充
実
の
た
め
に
、
御
尽
力
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

要望 ら
の
協
定
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
や

し
尿
の
広
域
処
理
体
制
や
公
費

解
体
業
務
の
支
援
体
制
が
機
能

す
る
よ
う
調
整
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
に
市
町
村
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
てい
ま
す
。

　
災
害
廃
棄
物
処
理
対

応
力
強
化
事
業
に
お
け

る
研
修
、
物
資
集
積
拠
点
開
設

運
営
訓
練
へ
市
町
村
の
参
加
を

強
く
呼
び
か
け
る
よ
う
要
望
す

る
。
　

田
畑
議
員
　
災
害
時
の
物
流

に
お
け
る
県
と
市
町
村
の
役
割
分

担
は
ど
の
よ
う
に
なって
い
る
か
。

　

防
災
対
策
課
長
　
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
、
県
で
は
、
被
災

市
町
村
か
ら
の
要
請
等
に
基
づ

き
、
県
内
13
か
所
の
備
蓄
倉
庫

か
ら
物
資
を
提
供
す
る
ほ
か
、
国

や
他
の
自
治
体
、
企
業
等
か
ら
の

支
援
物
資
の
集
積
拠
点
を
開
設

し
、
市
町
村
の
物
資
拠
点
等
への

迅
速
かつ
円
滑
な
輸
送
を
行
う
こ

と
と
し
てい
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
平
時
か
ら
物
資
の

集
積
拠
点
を
選
定
し
て
お
く
と

と
も
に
、
災
害
時
に
は
備
蓄
物
資

や
県
等
か
ら
の
供
給
を
受
け
た
支

援
物
資
を
、
各
避
難
所
の
避
難

者
に
届
け
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

要望



工
事
に
つ
い
て
令
和
８
年
度
に

着
手
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
、

発
注
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
照
明
設
備
の

整
備
中
に
お
け
る
野
球
場
利

用
者
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　

公
園
緑
地
課
長
　
照
明
設
備

は
、
野
球
場
の
場
外
に
設
置
す

る
こ
と
か
ら
、
工
事
中
に
お
い

て
も
、
例
年
ど
お
り
の
野
球
場

の
利
用
が
可
能
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
工
事
中
は
、
公

園
利
用
者
の
安
全
確
保
に
努
め
、

8
，
4
4
8
万
円
の
交
付
決
定

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

移
動
需
要
の
把
握
に
向
け
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
企
画
設
計
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト

再
編
に
向
け
た
検
討
な
ど
、
各

団
体
が
抱
え
る
課
題
や
要
望
に

応
じ
て
、
専
門
的
な
知
見
を
有

す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

相
談
支
援
を
13
団
体
に
対
し
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

田
畑
議
員
　
実
績
の
う
ち
、

茂
原
市
以
南
の
県
南
部
地
域
で

の
状
況
は
ど
う
か
。

　

地
域
公
共
交
通
担
当
課
長
　

　
茂
原
市
以
南
の
県
南
部
地
域

に
お
い
て
、
補
助
事
業
に
つ
い

て
は
、
君
津
市
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
再
編
や
、
富

津
市
で
の
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
実
証
運
行
な
ど
、
3
団
体
に

4
件
で
計
1
，
2
6
3
万
円
の

交
付
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
て

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
進
捗
状
況

長
生
の
森
公
園
の
施
設
整
備
を
急
げ

早
期
の
供
用
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。　

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
早

期
供
用
に
向
け
て
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
サ
ッ
カ
ー
場

の
整
備
に
つ
い
て
も
お
願
い
す

る
。

　

田
畑
議
員
　
地
域
公
共
交
通

「
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」
推
進
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。
令
和
7
年
度

の
実
績
は
ど
う
か
。

　

地
域
公
共
交
通
担
当
課
長
　

　
本
年
2
月
末
時
点
で
、
補
助

事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
実
証
運
行
、
路
線
バ
ス
の

利
用
動
向
分
析
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、
17
団
体
が
実
施
す
る

19
件
の
事
業
に
対
し
、
合
計
で

市町村の産業用地整備に支援を

　

田
畑
議
員
　
長
生
の
森
公

園
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

野
球
場
の
照
明
設
備
の
整
備

状
況
は
ど
う
か
。

　

公
園
緑
地
課
長
　
野
球
場
の

照
明
設
備
に
つ
い
て
は
、
設
計

業
務
が
完
了
し
、
ま
ず
は
基
礎

　

道
路
整
備
課
長
　
令
和
8
年

度
は
、
県
道
茂
原
大
多
喜
線
か

ら
広
域
農
道
ま
で
の
区
間
で
、

用
地
取
得
や
函
渠
工
事
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
続

く
一
宮
町
ま
で
の
区
間
で
は
、
境

界
立
会
の
結
果
を
基
に
用
地
実

測
図
を
作
成
す
る
な
ど
、
用
地

取
得
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

地
元
の
皆
様
の
御
理
解
御
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
期
の

開
通
に
向
け
て
、
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
は
、
外
房
地
域
の
発

展
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
で
あ

る
。

　
ま
ず
は
、
県
道
茂
原
大
多
喜

線
か
ら
広
域
農
道
ま
で
の
区
間

を
一
日
も
早
く
開
通
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、そ
れ
に
続
く
一
宮
町
ま

で
の
区
間
に
つ
い
て
も
、
一
層

の
事
業
推
進
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

　

田
畑
議
員

　
産
業
用
地

整
備
に
係
る

市
町
村
支
援

に
つ
い
て
伺

う
。
産
業
用

地
整
備
に
あ

た
っ
て
、
市
町

村
か
ら
の
具

体
的
な
相
談

内
容
や
立
地

企
業
補
助
金

の
活
用
状
況

は
ど
う
か
。

　

企
業
立
地

課
長
　
市
町

村
か
ら
の
相

執行部の答弁を聴く田畑議員
　

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

4
団
体
に
対
し
、
路
線
バ
ス
の

乗
降
デ
ー
タ
分
析
や
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
に
向

け
た
実
施
案
の
検
討
な
ど
に
関

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

田
畑
議
員
　
今
後
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

総
合
企
画
部
長
　
相
談
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
多
く
の
団
体

か
ら
活
用
意
向
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
支
援
対
象
団

体
の
状
況
に
応
じ
て
、
課
題
分

析
や
企
画
立
案
を
と
も
に
行
う

な
ど
、
一
層
寄
り
添
っ
た
支
援

も
行
う
た
め
、
来
年
度
は
、
相

談
支
援
事
業
の
予
算
を
３
千
万

円
か
ら
4
千
万
円
に
増
額
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
市
町
村
等
の
状
況
に

応
じ
て
的
確
な
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
実
現
に
向
け
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
足
の
確
保
に

向
け
て
、本
事
業
は
非

常
に
重
要
な
取
組
で
あ
る
。さ

ら
に
実
効
性
を
高
め
て
い
け
る

よ
う
、引
き
続
き
、改
善
を
重
ね

な
が
ら
、し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

要望

要望

要望

談
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
が
、
特
に
多
く
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
農

　

田
畑
議
員
　
長
生
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。
長
生
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　

道
路
整
備
課
長
　
長
生
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
県
道
茂
原
大

多
喜
線
か
ら
広
域
農
道
ま
で
の

2
．5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
で
は
、

現
在
、
用
地
取
得
率
は
約
8
割

で
、
残
る
用
地
の
取
得
や
橋
梁

下
部
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
続
く
一
宮
町
ま

で
の
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
で

は
、
全
区
間
を
対
象
に
境
界
立

会
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
長
生
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
の
早
期
開
通
に
向
け
て
、

令
和
8
年
度
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

地
転
用
等
の
土
地
利
用
調
整

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
産
業

用
地
整
備
に
お
け
る
大
き
な

課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

立
地
企
業
補
助
金
の
活
用

状
況
で
す
が
、
活
用
に
向
け

た
協
議
に
つ
い
て
は
、
産
業
用

地
整
備
を
検
討
し
て
い
る
全

て
の
市
町
村
と
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、
事

業
可
能
性
調
査
へ
の
補
助
に

つ
い
て
は
3
市
町
、
用
地
造
成

に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
補

助
に
つ
い
て
は
1
市
の
事
業
計

画
の
認
定
に
つ
な
が
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
市
町
村
の
産

業
用
地
整
備
に
係
る
土
地
利

用
規
制
な
ど
の
課
題
に
対
し

て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

企
業
立
地
課
長
　
市
町
村

か
ら
の
許
認
可
手
続
き
に
関

す
る
相
談
に
対
し
、
庁
内
関

係
課
で
一
元
的
に
応
じ
、
課
題

解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
土
地

利
用
調
整
に
係
る
伴
走
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
、
産

業
の
集
積
が
見
込
ま
れ
る
地

域
等
に
お
い
て
、
適
地
選
定
調

査
も
補
助
対
象
に
追
加
す
る

こ
と
で
、
よ
り
早
い
段
階
か
ら

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
市
町
村
に

対
し
て
、
積
極
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

要望
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茂原の声を県政へ届け実現させます
じもと
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